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学 術 会 議 会 員 一 年

ニューズレター委員会より標記の題で学術会議の活動

内容を分かり易く報告 してほヒンいというご依頼を受けた

が,果 してそれによく添えるかどうか白信のほどはないc

しか し,昨年の 7月 に本学会のご推薦に基づき学術会議

の会員に任命されてか ら一年が過ぎ,こ の間に学術会議

の活動内容に直接に触れて私なりに感じたこともあるの

で,そ のことを記 して責を塞ぎたい。

過去にも私は学術会議の研連 (研究連絡委員会)の委

員を経験 したことはあるが,会員になってみて改めて感

じたことの第一は,や はり何といっても学者の活動団体

としての学術会議の特性である。周知のように,学術会

議は人文科学の三つの部と自然科学の四つの部から形成

されている。このように,す べての学問分野を網羅 して

いるような学者の活動団体は,諸外国にあまり例を見な

いもので,世界的にも珍 しいが,そのため人文・ 白然の

両方面にまたがる諸問題を学術会議は随時取り上げるこ

とができる。この点で,学術会議は21世紀に向けてこれ

からの学問研究の目標を作るうえで,貴重な役割を1■ い

うる素地をもっているといえる。各学問分野を代表する

210名 の会員が顔を揃える総会は壮観ですらある。

しかし,学術会議α)も つこのような人文 。自然の両面

にわたる幅の広さは,他而において,実務性,機能性に

欠ける原因にもなりうる。過去において,学術会議に向

けられた非難,す なわち議論ばかりしている無用の “声

明団体 "と の批判は, こうした一面を衝いたものといえ

よう。

昨年より学術会議は法改正により会員選出の方法が変

わり, 従来の選挙制度から学術 l・T究団体 (学・協会)を

基盤とする推薦制になった。その是非はともかく, これ

により会員のおよそ 8割 が新人 となり,新 しい意気込み

といったものが感じられるのは事実である。そして昨年

り|1  田     ウlι (L智大学)

10月 の第99回 総会で今 (13)期 の重点 H標 三つ (I一人類

の福祉・平和および自然とのかかわりにおける科1学 の振

興, 1-創造性豊かな基礎的研究の推進と諸科学の整合

的発展,Ш ――学術研究の国際性の重視とl・l際 的視野の確

立)を定め, こわに関連 して多 くの重要な課題を選定 tノ

た。これに基づき,あ と 2年弱となった今期中に,今後

の科学振興にとりどれほど意味のある勧告・提言がなさ

れるか,そ の成果のほどが評定されることになろう。

このように,幅広い見地から2]世紀に向けて学問研究

の方向づけを試みることは,学術会議の重要な仕事であ

るが, これと並んで,学術会議が日本の学者の内外に対

する公式の代表機関として果している役日も,上述の役

割に劣 らず重要であると私はヨヽう。学術会議は自然系最

大の国際的な学術協力上部組織である ICSU Gl際 学

術連合会議)や ,同 じく人文 。社会系の ISSC(国 際

社会お1学会議)や IFSSO(国 際社会科学団体協会 )

などの国際学術機関はいうまでもなく,各種分野別の国

際専門学会にも加盟,な いしは密接な連繋関係を保つ ―

方,180に も上る研連をi重 して 国内の第一線の研究者ら

を結び,学術協力,情報交換を進めてきている。

このような内外に対する学術上の代表機関として学術

会議が果 ヒッている役目は,日 に見えないものであるが
,

今後ますます重要性を増すであろう。はか らずも,こ の

9月 に私はスイスのベルンで開催される ICSU第 21回

総会に際 して開かれる特別シンポジウム「核戦争の諸影

響」に唯一の社会科学者として招かれ, |ヒ ロシマ 。ナ

ガサキからの例証Jと 題して20分 間の報告を行 うことに

なった。世界一流の多数の自然科学者らを前にして,人

類の平和に直結する題目の学術討論会に臨むのは,気重

く臆すること甚だ t,い が,こ うした学術協力に参加する

ことにこそ会員としての役目もあると感 じている。
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三十周年記念国際シンポジウム概況

テーマ :ア ジア・ 太平洋地域 における国際関係

1945-1985

第一 日 (9月 5日 )戦 後のア ジア・ 大平洋地域

永井理事長は開会の辞で,本学会三十年の歩みと不可

分ともいえる戦後日本のめさましい国際的発展を回顧 し
,

今日ある日本の姿を可能にしたものは「意図せさる結果

の法則」とでもいうべきものではなかったかと述べて
,

人為的計画や意図と偶然的結果のギャップという歴史認

識の根本にかかわる問題点を提起 した。

これが第一セ ッションの討論に一つの中心的争点を提

供 した。たとえば高坂会員は,軽武装 。世界通商国家と

しての戦後日本のFTl際 社会への復帰の軌跡を辿りつつ
,

その政策実現の過程が現実には米国政策決定者の意 |×|と

異なったにもかかわらず,窮極的には当初の計画通 りの

結果に到達 したという興味深い逆説に着目し,永井会員

同様,そ うした偶然性を黎む歴史の過程分析の重要性を

主張 した。一方,タ イ人としンて東南アジアの視点から報

告 したソムサクデ ィ・ シュートー教授は,東南アジアに

は戦後, 日本に関する「やむをえない忘却Jの時期があっ

たと指摘 し, 日本の戦後改革にもっと多 くを学ぶべ きで

あったと述懐 した。

第ニセッションでは,入江会員が欧州での米ソ対立を

アジアにもちこむ伝統的パヮー 。ポリテ ィクス的冷戦思

考か ら離脱 し,ウ ィルソン主義的伝統による経済 。文化

面での戦後米 F■lの アジアにおける役割を再評価すべきだ

という新 しい視角を提示 した。これ′は,デ ィスカッサン

トのディバイン氏が米ァジァ政策の軍事戦略面での失敗

と経済 。文化 。イデオロギー面での勝利という形で入江

報告を要約 したとき,よ り鮮明な 1)の となった。だが
,

これについては石丼会員から,ア イゼンハワー期の米外

交はパワー 。ポリティクスの視角抜きでは考えられない

との反論が提起され,他方インドから参加 したラワット

氏は,ア ジア諸l■lが学びたいのは入江会員のいうような

日本に影響を与えた米国的価値の源泉ではなく,ア ジア

の一員としての日本がモデルなのだという注目すべき発

言をおこなった。一方,長谷川会員は,近年とみに高ま

った “ソ連脅威論 "を 批判 した進藤栄一会員の議論に一

定の評価を与えなが ら再吟味し,欧州とアジアでのヤル

タ体制の意味の相違をあ、まえて,国内的拘束要因をもつ

ソ連の極東政策の真の動機と意図をさぐる必要性を強調

した。

第ニセッションでは,中 国から参加 した章嘉琳氏が中

国の国際舞台への登場と対外政策の変遷を歴史的に跡づ

けた。 しかし中国のバランス 。オブ・パ ヮー外交が建国

当初から存在 したとの主張にはディスカッサントの岡部

会員から,過去の事象を今日の時点から再解釈 し直そう

とする「歴史の後知恵」ではないかとの率直な反論が提

出された。またフィリピンからのロマナ氏は中l■ とAS
EANの 政治的関係は未確定であり,両者の協力体制が

生 じれば中国のベ トナム政策も好転するとの指摘をした。

他方,矢野会員は,英歴史家の間で近年盛んな「脱植民

地化論Jについて考察を行ったが, ワット氏は,そ うし

た英国学会の知的傾向性の真の理由は,資料制約上かつ

ては不可能であった研究が近年ようや く可能となったこ

とにあり,そ れ以上の深い意味はないと反論 した。

第二 日 (9月 6日 )三 つの戦争 とその国際 システ

ムヘのインパク ト

“戦争がアジア太平洋の国際システムに与えたインパ

クト"を共通テーマに,今 日的視点からの議論が行われ

た。

第四セッション“歴史としての大平洋戦争 "では, ヮ

ット氏が,「ヨーロンパ 勢力の極東侵略と撤退Jと 題して
,

15世紀か ら現在までの非常に長期的な視点でヨーロッパ

と極東の関係 (拡 張―融和―後退―復帰 ?)を論 じた。

その基本的な主張は, ヨーロッパの後退は, 自身の国力

軍事力,そ して国際関係によって,つ まりおもにヨーロ

ッパ側の事情によってもたらされたというものである。

次の谷川会員「大平洋戦争と東南アジアの独立運動」

は,ア ジアの独立がアジア自身の民族運動によって もた

らされたという立場に立ちながら, 日本の東南アジア占

領が新 しいアジアヘの一つの “触媒 "に なったこと,そ
の意味で大平洋戦争は民族独立にとって “画期 "を なす

ものだと論 じた。五百t_t部会員が,ザ カリア・ハジ 。ア

ーマ ド氏のコメントでは,ア ジアの民族主義をどう位置

づけるか, 日本の “触媒 "的役割の意味などが指摘され

たが,討論では, “触媒 "論への批半」を中心に,歴史の

教訓の受け止め方,今 日的視点での歴史の新 しい評価な

どを巡って,時 には激 しい議論が展開された。

第五セッションは朝鮮戦争をおもに米国の戦略や政策

意図の面から議論するものだった。カ ミングス教授は
,

1950年 1月 のアチソン・スピーチを分析 して,当時朝鮮

半島をめぐる政策意図は,中 ソ分離,南北朝鮮双方の侵

攻の抑止にあったと指摘 した。ついで小此木会員は,戦
争初期の米国の政策は,台湾,朝鮮半島,イ ンドシナな

ど地域的に異なった政策が重層的に積み上げられた “抑

止戦略 "だ ったことを論 じた。これに対 して,デ ィング

マン氏はコメントで,ア チソンの “抑止 "の対象はむじ

ろ米国内の反対派であり,当時米国内に政策といえるも

のは無かったこと,小此木報告は国務省内の対立を過大

視 しており,又,朝鮮戦争理解のためには大平洋戦争の
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延長で見ることが必要と指摘 した。山極会員は,米国の

台湾への非政治的 ]i与 は米国の “願望 "に過ぎず,朝鮮

戦争勃発がもたらした米の政策転換を重視すべきこと
,

アジアでは冷戦構造を否定する動きが強かった点で ヨー

ロッパと異なるなどをコメントしたcこ れらをめぐって
,

米国の “不適切な抑止 "の意味, “どちらが "だ けでは

なく,なぜ,ど ういう状況が戦争をもたらしたかの糾明

の必要性,中国の立場などについて, さまさまの問題が

討論の中で提起された。

第六セッションはベ トナム戦争である。ディバイン氏

は,欧米のベ トナム戦争研究状況を詳細にレビューし
,

今日,肯定…批判…統合へと,研究が漸く学術的段階に

入ったことを論 じた。 リーファー氏は,ベ トナム戦争の

インパクトは, とくに政治的には東南アジアよりも米国

において深刻だったこと,東南アジア諸国の対応は,ll●

民地経験の違いによって二つに大別されることなどを
,

東南アジアの佃1か ら論 じた。福田会員のコメントでは
,

ジョンソン政権の評価 , 米国の民族主義理解の正否
,

米国の封 じ込め戦略の意味などが疑間として提起され
,

ついで松本会員から,東南アジアでの民族主義のもつ意

味,ASEANと ベ トナム戦争の関連性などを強調する

コメントがあった。討論では, ジョンソン政権の評価 ,

ベ トナム戦争と東南アジア革命運動の関係,冷戦がアジ

アでは三度 も“熱戦 "になったことの意味など,さ まさ

まの問題が提起された。

第二 日 (9月 7日 )現 在か ら未来へ

第七セッション“政治経済 "で は,渡辺利大会員が
,

日本, アジアNI CS(韓国 。台湾 。香港 。シンガポー

ル), およびASEAN(東 南アジア諸lTl連 合)の三者

の経済関係について報告を行い,日 本がNICSに 追い

上げられ,ま たN ICSが ASEANに 追い 11げ られる

という構造が,ア ジア・太平洋地域に活力を与えている

ことを指llaし た。また三者陪1の 関係が,日 本を頂点とし

た垂直的な結合か ら水平分業的な構造へと移りつつある

ことを明らかにし, 日本の役割がさらに増大 しつつある

と指摘 した。

一方,韓昇沫氏は, アジア・大平洋地域の経済発展が

驚異的なものであるにもなかわらず,世界経済システム

に対してその経済力に相応しい影響力を行使するにはい

たっていないと指摘 し,そ の点での日本の役割の重要性

を強調 した。

第八セッション“安全保障 "で は,ザカリア・ハジ・

アーマ ド氏が,その報告において,第 2次大戦以降の限

定戦争がヨーロッパょりむ しろアジアを舞台に闘われて

きたことに着目し, アジア 。大平7羊地域の重要性を強調

した。そして,ソ 連の大平洋進出による脅威と日米間の

経済摩擦が,同地域の主要な脅威となっていると指摘 し

た。

また鴨会員は,ア メ リカのヘゲモニーの低下にともな

う,ア ジア・太平洋地域の国際システムの変容に触れ
,

そうしたなかで日本の安全保障政策を再検討する必要が

があることを主張 した。とくに,非軍事的要素を重視す

る総合安全保障構想の有効性を強調 した。

討議のなかでは,ア ジアにおける「ソ連の脅威Jにつ

いての定義の曖昧さが指摘され,ま た, SDI(戦 略防

衛構想)への日本の研究参加の是非をめぐっても活発な

議論がたたかわされた。

第九セッション“アジア・大平洋地域の将来 "で は
,

武者小路会員が,そ の報告において,ア ジア 。大平洋地

域の将来の構図を,共産主義諸国と軍事的に対立する大

平洋自由主義諸国圏 (JANZUS), 日本と東南アジ

ア諸国が結び付 く東南アジア諸国圏 (JASEAN)な
ど六つの型に分類 して示 した。また,ベ リー氏は,文明

史的な視点からアジア・太平洋地域の将来を展望 した。

第四 日 (9月 8日 )総 括 :国際政治・ 経済 システ

ムにおけるアジア・ 太平洋地

域 の位置 と役割

司会は本間会員,総括報告者ワット氏,細谷会員で開

会された。ヮット氏は今回の大会の暗黙のテーマを日本

の国際的な状況の設定,つ まりどこに位置し, どこを目

指すべきかの解明にあったとする。提出されたペーパー

は四種の答えを出そうとしていた。第一は日本をアジア

の指導lllと する,第二は指導的な非同盟国とする,第二

は日本の過去の歴史外界との関係を再検討,再評価 しよ

うとする,第四に戦前のとは違った大アジア,北太平洋

共栄圏を指向するというものであった。しかし議論の仕

方は現実に遅れ,ハ ムレットの亡霊や能の幽霊のようだ

ったと批判 した。ユーラシア大陸の沖あい島英国と似て
,

日本もアジア大陸と大平洋の吸引力に引かれている。し

かし実際には選択の余地はなく, 日本は海洋国ならさる

を得ないと指摘 した。

細谷会員は四つの論点に分けて総括 した。①戦後の重

要な事件について視野が非常に広められたこと,ア ジア

特に中国と韓国か らの参加による所が大きいと述べ,視
点の変更による視野の拡大,歴史を異なったタイム・ ス

パ ンで見ることの重要性を指摘 した。②第一 日の討論で

出た「デザインとアクシデントJと いう視角がシンポジ

ウムのライトモチーフとなったと指摘 した。ただしこの

点で歴史家と理論家がマルチ・ ディシプリナリーな接近

を試みたが旨く行ったかどうかは自信がないと述べた。

O国際関係を形成する力について「パワー・ポリティク
スかアイデアか」をめぐる議論が進められたが,三つの
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第ニセッション    〔アジアと超大「li(13:30-15130)
アメリカの戦後アジア政策

期 間 :1986年 9月 5日 ～8日

会 場 :横浜国際会議場 (産業貿易センター内)

〒 231横浜市中区山 F町 2番地 電話 045(671)7151(代 )

テーマ :ア ジア・ 太平洋地域 における国際関係 :1945-1985

プログラム :以下のとおり

第一 日 (9月 5日 ) 戦後のアジア・太平洋地域

第一セ ノシヨン    〔日本 :国際社会への復帰〕 (9:30-11:30)
1 日本の視点から             京都大学教授   高 坂 正 尭

2 アジア諸国の視点から  N ational ins■ luFe Of Dev‐ lopmenl

Aan]inisiralion(NIDA:Thailand)Sonlsakdi xl■ 量}

【シンポジウム

討論者      南カリフォルニア大学教授  ROger Dingman
討論者          横浜市立大学教授   山 極   晃

司会者            上智大学教授   蟻 山 道 雄

11 アメリカとベトナム戦争の再考察   テキサス大学教授 Robert A Divinc

12 ベ トナム戦争と東南アジアの対応   ロンドン大学教授   Michael Leifer

討論者           名古屋大学教授   福 田 茂 夫

討論者          度応義塾大学教授   松 本 三 郎

司会者            神戸大学教授   木 ■   苓

RECEPT10N (18:30-20:30)

第二 日 (9月 7日 ) 現在から未来ヘ

第七セ ッション    〔政治経済〕 (9130-11:30)
13 大平洋における貿易と日本の寄与     lt波 大学教授   r・f 辺 和1 夫

14 アジア・大平洋地域とtけ界経済システム ツウル大学教l―   韓  昇  沫

討論者            上智大学教授   川 円  侃

討論者       ワシントン大学教授  Bruce C Cumings
司会者            ―橋大学教授   山 本   満

第八セッション    〔安全保障〕 (13 30-15:3い
15 アジア・人平洋における安全保障――東南アジアからの展望

Universiti Kebangsaan Mala"ia Zakaria H街 i Ahmad
16 日本の安全保障政策―― 継続の変更か  早稲田大学教授   鴨   武 彦

討論者            防衛大学教授   西 原   正

討論者            筑波大学|ll‐    佐 藤 共 夫

司会者      東洋英和女子短■l大学教授   佐 藤 栄 一

年九セッション    [ア シア・大平洋地域の将来〕 (16:10-18:00)
1, アンア・人平lTと 国際rt会の将来    [連 大学菖1学 長   武者小路 公秀
18 日本以外からの視点――北太平洋の新しい世界

フレッチャー・スターは 授  JOhn c Perry
討論者      ベンシルヴァニア大学教授   Henry Teune
討論者           東京大学助教授   猪 口   孝

司会者           ソウル大学教授   韓  昇  誅

第四日(9月 8日 )

第十セッション    〔総括 :国際政治・経済システムにおけるアジア・太平洋

地域の位置と役割〕 (9100-12:00)

総括者           国際大学尉学長   細

総括者          ロンドン大学教授

ご,会者            東京大学教授   本

討論者

討論者

司会者

討論者

討論者

司会者

・税植民地化 '論の新動向

討論者

討論者

司会者

シカゴ大学教授   人 江   昭

i海 lL際 問題研究所   章  嘉  tll

L智大学教授   緒 方 貞 子

ンカゴ大学教授

ソ連の極東政策 (1945-53)      北海道大学教授

昭

毅

治

ｎｅ

二

寛

Ｄｉ

不

江

川

　

Ａ

谷

谷
　

　

ｒｔ

人

長

円

ｂｅ

神

「■京人ヤ教豪

テキ●=大 学教授

り lぶ姜■人学教授

第ニセ ッション    'ittと 変容〕 116:|1 18:||)

中華人民共和FTlの 登場と国際円lTへ ●衛撃 ■1海国際問題研1究・/T章  嘉  琳

京都大学教授   矢 野   暢

東京都立大学教授   FTl 部 達 味

NIDA  Somsakdi Xul●
東京外国語大学教授   中 嶋 嶺 雄

第二 El(9月 6日 ) 三つの戦争とその国際システムヘのインパクト

第四セッション    〔大平洋戦争〕 (9:30-11:30)
7 ヨーロッパ勢力の極東への侵略と撤退 (1494-1986)

ロンドン大学教授    D C Watt
8 人平洋戦争と東南アジアの独立運動    九州大学教授   谷 川 栄 彦

討論者           神戸大学教授   五百旗頭  真

討論者 Universiti Kebangsaan Malaysia   Zakaia Haji

司会者          大阪市立大学教授   平 井 友 義

第五セッション    〔朝鮮戦争〕 (13:30-15:30)
9 朝鮮における決定の国際的文IF ワシントン大学教授  Bruce C Cumings
10 朝鮮戦争と米政策決定者のパーセプション

慶応義塾大学教授    小此木 政 夫

中
嚇剌

谷
　
　
間

戦争に関する議論についてそれぞれに議論の足りない部

分があった。C)ァ ジァ・太平洋地域の問題で武者小路会

員から提起された六つのプロジェク トについてヮット評

価は否定的のようだが, 自分はこの地域で ECの ような

全体を包摂するような共同体はできないが,む しろ様々

な機能を示す共同体が重層 して形成されるとみるとの楽

観的見通 しを表明 した。

以上のような二人の総括を踏まえて,前三日間の討論

で不足していると見られた朝鮮戦争のインパクト,ア ジ

ア 。大平洋地域の経済の問題について10人 の会員から最

終日にもかかわらず活発な補足討論が行われた。

その後I甲念の問題について補足討論があり,永井理事

長と入江会員が発言した。理事長はワット総括の中で触

れられた海洋国家としての日本という問題は既に高坂会

員が20年前に論 じていることを指摘 した。入江会員はア

イデアの役割の拡大を主張 した。最後にヮット氏は, こ

の数年来の国際的I里想の衰退への失望を表明され,国際

政治において共通のシステムのために何が出来るかを問

うことを呼び掛けて締め括った。

十周年記念 国際 ポジウム

南カリフォルニア大学教授  ROger Dingman
横浜市立大学教授   山 極   晃

上智大学教授   蟻 山 道 雄

考察   テキサス大学教授 Robert A Divine

対応   ロンドン大学教授   Michael Leifer

名古屋大学教授   福 田 茂 夫

度応義塾大学教授   松 本 三 郎

神戸大学教授   木 ■   苓

PT10N (18:30-20:30)

未来ヘ

経済〕 (9130-11:30)
寄与     lt波 大学教授   r・f 辺 和1 夫

済システム ツウル大学教l―   韓  昇  沫

上智大学教授   川 円  侃

ワシントン大学教授  Bruce C Cumings
―橋大学教授   山 本   満

保障〕 (13 30-15:3い
,保障――東南アジアからの展望

)angsaan Mala"ia Zakaria Hali Ahmad

変更か  早稲田大学教授   鴨   武 彦

防衛大学教授   西 原   正

筑波大学|ll‐    佐 藤 共 夫

東洋英和女子短■l大学教授   佐 藤 栄 一

・大平洋地域の将来〕 (16:10-18:00)
来    [連 大学菖1学 長   武者小路 公秀

年の新 しい世界

フレッチャー・スターは 授  JOhn c Perry
ベンシルヴァニア大学教授   Henry Teune

東京大学助教授   猪 口   孝

ソゥル大学教授   韓  昇  ホ

9月 5日 から8日 まで 4日 間,横浜国際会議場で開催

されたこのシンポジウムは,195名 (会員 169名 ,非会

員 12名,外国人14名 )の参加者があり,連 日,会員や1せ

界各国の参加者による広範多岐にわたる各種の議論が活

発に展開されました。紙面の都合上,一部 しかご紹介で

きないことをお詫び致します。

また,第二 日 (6日 )第六セッション終了後,長洲一

二神奈川県知事と永井陽之助理事長のお心づかいにより,

ロイヤル・ ホール・ ヨコハマにて,盛大なレセプション

が行われました。長洲知事は英語でユーモア溢れる挨拶

をされ,ゲス トとして,テ キサス大学のディバイン氏が

スピーチされました。第二日 (7日 )第九セッション後

は,パネリス トと事務局関係者などが港に係留されてい

る氷川丸甲板のビアホールで,夜景を楽 しみなが ら歓談

の一時をもちました。

尚,パネリスト以外の外国人参加者は以 Fの通 りです。

A Rawat氏   (横 浜国立大学客員研究員 )

S Romana氏  (筑 波 大 学 客 員 教 授 )

J YOung氏    (西 オース トラリアエ科大学 )

(文責・ ニューズレター委員会 )
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編集委員会だより

編集11任 木 戸   翡

1 先日お渡しヒノた82号『世界システム論』は充実した

内容の巻でしたが,誤植が多いとの指摘を多くの人から

いただきました。次号に正誤表を載せてほ tン いとの要請

もありましたが,先例になるためお断りしました。校正

は担当の編集委員と執筆者に全面的に依存 していますの

で,海外滞在時の調整も含め,す べてよろ tン くお願いし

ます。

1 今後の1予 定は以下の通りです。

(編集委員 )(刊行予定)

83号 『科学技術と国際政治』  山本武彦 86年 9月

84号 『 ァジァの民族と国家』 岡部達味 87年 1月

85号『 日本占領の多角的研究』■li百旗頭真 87年 5月

86号『地域紛争と国際理論』 石川 ‐雄 87年 9月

87号『国際社会におけるヒトの移動』

平野健一郎 88年 1月

その後,国際政治史 (佐 々木雄太)等を予定しています。

1 機関誌が特集形成のため執筆の機会がない会員のた

めに,独立論文を1積極的に取り上げようと思います。レ

フェリー制をとっているため,採否はそれによりますが
,

奮って御応募下さい (注 を含め四百字詰50枚以内)。

機 関 誌 第 87号『 国 際社会 における ヒ トの移 動 』

(仮 題)原稿募集について

貿易,金融,情報の流れなどと並ぶ,今 日の国際社会

の特徴の一つは人間の大量移動だと思われます。観光
,

ビジネス,移民,出稼ぎ,留学,文化交流などのために

人々が大きな流れをなして[」際的に動いています。この

現象はさまさまな問題を惹き起 しながら,国際社会に構

造変動をもたらしつつあるのではないで しょぅか。 しか

し,モ ノ,カ ネ,情報の流れに関する研究に比べて, ヒ

トの流れに関する研究は最近余りなされていません。た

とえば留学生研究が1960年代までは盛んで したが,「留

学Jに はその後になって本質的な変化が生 じたと思われ

るのですが。

機関誌『国際政治』には, これまで「非国家的行為体

と国際関係Jの特集があったほか,「 日本外交の非正式

チャンネルJな どに数点の関連論文があっただけで, ヒ

トの移動に関する特集はありませんで した。そこで本号

では,い わば無名の人々の非公式的な国際的移動が,今

□どのような実態を示 しているのか, どのような影響を

国際社会に及ばしているのか,を解明,分析 したご研究

(ケ ース・スタディーを含む)を特集 したいと思います。

たとえば,ASEAN地 域各地を結ぶ航空網はどのように

発展 し, そのことが ASEANの地域統合にどのような効

果を与えているのでしょうか。かつての留学研究のよう

な欧米の研究に依存 したものではなく,オ リジナルな研

究を寄せて頂 くことを期待 しています。

原稿枚数は 400字 50枚 (注を含め),締切は87年 8月 末

です。執筆ご希望の方は論題と構想 (1600字程度)を 86

年10月 末までに下記へお送りください。

平野健一郎

A/1ro KenichirO HiranO

c/o Fairbank Center for East Asian Research

Harvard University

1737 Cannbridge St.

Cannbridge, NI′  ゝ02138

U S A.

機関誌第88号『 現代 アフ リカの政治 と国際関

係 』 (仮題)の原稿募集 について

このたび「アフリカ特集号」が組まれることになりま

した。本学会としては三度目のことで,前回 (1962年 )

から数えて実に四半世紀ぶりということになります。こ

の間アフリカ研究者もしたいに増えてきましたし,最近

`ま

「アフリカ分科会」も独立 して,活動を始めています。

また1984年秋季研究大会に続いて本年秋季研究大会でも

「アフリカ部会」が開催されます。

今回の特集号は, これまでの分科会・部会の成果をで

きるだけ反映させる方針で組みたいと思いますが,他方

久 し振 りの機会なので余 リテーマを限定せず,広 く執筆

希望者を募りたいとも考えています。

執筆御希望の会員 は,論題と要旨 (400字程度)を
,

1986年 11月 末日までに,下記の編集担当者まで御提出下

さい。ただし,南 ア, ナミビア, ジンバブウェの問題に

ついては,部会,分科会の実績に基づく編集プランがす

でにありますので,そ れ以外の国ないし地域を論 じたも

のに限ります。 (な お,論文そのものの締切りは1987年

12月 10日 ,特集号の刊行は1988年 5月 です)。

編集担当者 小田英郎

〒 108 東京都港区三田2-15-45
慶応義塾大学地域研究センター

電話 03(453)4511 内線 2270,2286
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学会活動報告 (1986年 6月 ～8月 )

6月 1日  評議員 (1986年 9月 ～1988年 8月 )候補者名

簿確定,承諾依頼状発送

7月 1目 評議員 (1986年 9月 ～1988年 8月 )名 簿確定 ,

理事 。監事互選依頼

7月 19日  運営委員会開催 (東京都 。大正セントラル・

ホテル)

8月 25日  理事 。監事選挙管理委員会開催 (東京都 。大

正セントラル・ホテル)

研究分科会の近況

形で昨年から責任者に名を連ねてはいたのですが,結局

実質的にお世話することになりました。よろしくお願い

いたします。企画その他アイディアをおよせ ください。

86年春季大会では,京大東南アジア研究センターの鈴

木静夫氏に「フクバ ラハ ップ運動とフィリッピン民族主

義」というタイトルで御報告いただきました。ルイス・

タルクとも御親交があり,た いへん面白いお話で した。

出席者 も少数なが ら (7名 )精鋭がそろい,活発な討論

がなさオ■ました。

ただ,多数の分科会を同じ時間にやると,関心がオー

バーラップしていることが多いため,他分科会の貴重な

報告が聞かれないという不満の声が多 くありましたので

今後改善が望まれると感 じました。

日本外交史分科会

大 畑 篤四郎 (早稲田大学)

本 レター第33号 に報告 した研究会につづいて, 日本外

交史研究分科会では次のような活動を行っている。

1985年

9月 28日  小沢治子 (慶大大学院)「 日ソ国交樹立交

渉――戦前・戦後の比較 J

1986年

4月 19日  波多野澄雄 (防衛庁防衛研究所戦史部 )

「『南進』決定 (1940年 )の背景 ――桐工作との関

連を中心に」

6月 21日  命辛停 (南開大学 )「 1932年～1945年 におけ

る満州国問題と日本外交」 (外務省外交史料館との

共催による講演会として行われた)

7月 12日  戸部良― (防衛大), 高橋久志 (防衛研究

所戦史部), 松崎昭― (元読売新聞社)「『日中和

平工作』学 術会 議を終 えて一一 訪中報告をかね

てJ(池井 優会員 も参加される筈であったが,病
気のため欠席された。)

今後も積極的に研究活動を行 うよう準備中であること

を附記 しておきたい。

東南アジア分科会

岡 吉F達 味 (東京都立大学)

当分科会はこれまで,宮崎大学の小沼新会員に統括を

お願いしておりましたが,86年春季大会から,東京在住

の者の方が何かにつけ便利であるということで,私が責

任者をやらせていただくことになりました。ノミナルな

アフリカ分科会

/」  ヽ田 英 虫5債応義塾大学)

本分科会は昨年度秋季研究大会 (金沢大学), 本年度

春季研究大会 (名 占屋大学)の さいはラテンアメリカ分

科会と合同で研究会をおこないました。今後 も他の分科

会との学術交流を続けたいと思いますが,あわせて本分

科会独自の研究活動をも 一層活発なものにしていきたい

と考えます。また本年度秋季研究大会のように「アフリ

カ部会」開催を理事者から要請された場合にも,報告者

テーマ等について偏 らないプランを立てたいと思ってお

ります。そこで会員諸兄姉にお願いですが,昭和62年度

以降,分科会,部会で報告御希望の方は,随時下記へ御

連絡 ドさい。その他,現在の研究テーマ等についてでき

るだけ多 くの方がたから情報を載きたいと思っておりま

す。

中東分科会

丸 山 直 紀 個 際大学)

この 1年 間の中東分科会の活動は,ま ず1985年 10

月19～20日 金沢大学で開催された秋季大会の分科会にお

いて「エジプト・サダト政権初期の対外政策 と内政

1970～73年」 (富 田広士)報告を行い,1986年 5月 17～

18目 名古屋大学で開かれた春季大会の際の分科会では

「戦間期におけるイギリスのエジプ ト支配―――その再編

と衰退J(渡辺正志)報告をそれぞれおこなった。特に
,

-6-



後者の分科会ではイギリス外交 。政治史の専門家から貴

重なコメントをいただいたことは,他の分野の方がたと

の交流の必要性を痛感させた。今後ともできるかぎり,

他の分野との相互乗り入れをはかりたい。

なお,報告ご希望の方は,下記あてご連絡をお願いい

たします。

丸山直起

浦野起央

安全 保 障 分科 会

山 本 武 彦 (国立国会図書館 )

本年度第 3回 目の研究会を 7月 16日 に開催いたしまし

た。川中子真会員 (サ ンケイ新聞社)か ら「国際テロと

アメリカの対応」と題する報告があり,活発な議論をお

こないました。

なお,当研究分科会は,若い会員の方 (と くに大学院

生)の ご報告希望を歓迎いたします。安全保障にかかわ

る問題であれば, とくにテーマは限定いたしません。ま

た,研究大会が東京以外の地域で開催されるさいには
,

地元会員の積極的なご報告希望を募りたいと考えており

ます。ご連絡をお待ちします。

〔連絡先〕

II大 計 彦 rltl† l.l全 図 妻 舘 ヽ

伊豆見元 (平和・安全保障研究所)

国際 交流 分科 会

杉 IJJ  恭 (青 山学院大学 )

当分科会の前回報告以降の活動状況は次の通 りです。

第23回研究会 1985年 12月 14日  阿部洋 (国立教育研究

所)「米中教育交流の現状と課題J 青山学院大学門

島記念館

第24回 研究会 1986年 1月 30日  富田隆行 (亜細亜大学)

「日本語普及 。日本語教育の現状と課題J 青山学院

大学門島記念館

第25回 研究会  2月 27日  滝田祥子 (東京大学教養学部

大学院)・ 山地弘起 (東京大学教育学部大学院)「学

生の国際交流―一 日米学生会議の戦前と戦後J東京大

学教養学部

第26回研究会  4月 26日 永石啓高 (駒 沢大学法学部大

学院)「国際文化交流としての国際オ リンピック大会

の諸問題―一 オ リンピック憲章を中心として」 青山

学院大学院大学門島記念館

第27国 研究会  5月 18□  杉山恭 (青山学院大学)「対

外文化政策の比較研究」 名古屋大学法学部

第28回研究会  6月 12日  箕輪成男 (愛知学院大学 )

「国際コミュニケーションとしての文化交流J 青山

学院大学問島記念館

第29回 研究会  7月 3日  デニス・ ドナヒユー (ア メリ

カ人使館)「 アメリカの対外広報 。文化政策J 青山

学院大学 8号館

次回研究会の通知を入手御希望の方は下記に御連絡下

さい。

〒 150 東京都渋谷区渋谷 4-4-25
青山学院大学国際政治経済学部 417号室

日本国際政治学会国際交流分科会事務局

東京地区院生研究会

木 村 昌 人 鰻 応義塾大学大学院)

当研究会の最近の活動状況は下記の通りです。

3月 15日

報告者 :小沢治子 (慶応義塾大学大学院)

テーマ :日 ソ国交樹立交渉における幣原外交の再評価

コメンテーター :吉村道男 (外務省外交史料館)

5月 29日

報告者 :中村逸郎 (学習院大学大学院)

テーマ :ソ 連の政治改革と世論

コメンテーター :下斗米伸夫 (成渓大学)

なお,御報告御希望の方は_

木村昌人

権田 潤

まで御連絡 ください。今後とも院生の交流の場として本

研究会を生かして行きたいと考えています。

名古屋国際政治史研究会

ネ冨 田 茂 夫 (名古屋大学)

当研究会が昨年来受けた報告は以下の通りです。 (な

お毎回の報告要旨を月 1由発行の『 ぴじょん』に掲載)

第62回 (1985年 12月 18日 ) 豊下楢彦著『イタリア占

領史序説』(有斐閣,1984年)をめぐって (佐 木々

雄大 :名大)

-7-



第63回 (1986年 1月 29日 ) 最近のコロンビア事晴

(二村久則 :名古屋聖霊短大)

第64回 (2月 26日 ) 杉江栄一著『軍縮と平和の論理』

(法律文化社,1986年)について (高 山英男 :名大)

第65回 (4月 23日 ) 世界 システム論と帝国主義 (高

橋 章 :大阪市立大)

第66回 (5月 28日 )ア メリカ経済の近況-1985年夏

――経済構造の転換と地域経済の変貌」

(堀 一郎 :愛知県立大)

第67回 (6月 18日 ) フレッド・ハ リディ著 (菊井膿

次訳)『 現代国際政治の展開 ――第二次冷戦の史

的背景』 (ミ ネルヴァ書房,1986年 )の書評 (鈴井

清己 :名大大学院 )

第68回 (7月 9日 ) コルコのベトナム戦争論 (福 田

茂夫 :名 大)

研究機関。研究プロジェクト紹介

ソ連経済の中長期分析プロジェク ト

金 田 辰 人

(日 本国際問題研究所 。非会員 )

日本国際 剖題研究所は,NIRA(総 合研究 7TJ発 機構 )

の委託により, ソ連経済の当面 10年程度の動向を,1986

年か ら2年間の予定で共同研究を進めている。

昨年 3月 発足したゴルバチョフ政権の最大の課題は
,

経済不振の挽戸|で ある。経済活性化の成否は,ゴルバチ

ョフ書記長の政治的命運を左右するだけでな く,内外政

に多人の影響をもたらし,現体制の構造にさえかかわる

とみられる。

ゴルバチョフ政権は,本世紀末までに経済規模を倍1曽

し,国民 1人当りの所得を 16～ 18倍に引上げるとい

う長期日標を設定し, これに接近する第 1段階として
,

第 12次 5カ 年計画 (1986～90)に おいて,経済発展に関

するすべての量的質的指標を,前期実績に比べて著 しく

改善 ヒ′ようとする。その手段は,投資政策の再編――蓄

積率の引上げによる投資原資の拡大 と, 技術先導部

門への傾余‖曼資――によって, 老朽生産設備の大幅更新,

最近技術装備の導入,効率的物財の比重向上を促進 し
,

技術水準の飛躍的向上と産業体質の改善を図ること,経
済メカニズムについて,生産要素多消費型の外延的拡大

の方向から,労働力 ,物財の効率的活用を志向する集約

的発展方向に転換させるため,抜本的改革を断行するこ

とが,方針として宣言されている。

「 ソ連経済の中長期分析Jプロジェクトは, このよう

な経済戦略の全面的解析 ―現状診断,政策手段の妥当

性,実イ予′l■,効果について一 を手懸 りと して ,ほ ぼ

1995年までのソ連経済の動向を予測しようとする。

経済動向は,結局成長率に集約される。したがって本

研究も,第 12次 5カ 年計画およびこれに続 く第13次 の期

間に,国民所得,工業農業総生産等の伸び率がどの程度

となるか,果してゴルバチョフ政権の目論見どおり高度

成長は実現されるか, どんな障害があってどの程車ギャ

ップが生ずるかが,中心課題となる。

この予測の重要要素として,労働力,エ ネルギーの供給

動漁1,生産設備の近代化の進捗,]1業技術の現状と進歩

の見込について,個別に分析するとともに,投資政策に

ついてその性格,適用,効果を詳細に検討する。またソ

連経済の重荷である農業 と国防費についても,そ の変化

を展望する。

経済メカニス′、が,集約的発展を刺激誘導できるとこ

ろまで改革できるか,1965年 以来の「経済改革Jの経緯 に

照 らし,現政権の姿勢と客観的状況を勘案 して解明する。

本研究は,佐藤経明横浜市大教授を主 rt・ とし,30人に

およぶ各分野の研究者が参加する,わが国のソ連研究と

してはかつてない大規模な共同研究である。

研究成果については,欧米fF究 者をはじめ,ソ 連の研

究機関,研究者にも,適宜発表し意見を交換する予定で

ある。

編 集 後 記

たまっていた各分科会の研究報告を一括掲載でき,夏
休みの宿題を片づけてはっとしンた小学生のような気持ち。

国際シンポジウムのプログラムには本番での変更もあっ

たので実際に行われたものを改めて掲載しました。シン

ポジウムのサマリーを版をあけ追い込みで入れました。

何分にも時間に追われた作業で,広範かつ複雑,微妙な

討論の内容をうまく要約できたかわかりません。

(文責・宇佐美 )
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